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: 累計調達額の大きい企業

注：アルファベット順です。

※縮約版は累計調達額の大きい4社のみ掲載しております。その他の会社の情報をご所望の場合は
メールにてお問い合わせください。 info@inprogroup.jp
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社名 D-Wave Systems, Inc.

タイプ 垂直統合

カテゴリ アニーリング方式

設立 1999年

本社 カナダ バーナビー

拠点 バンクーバー、シアトル、パロアルト、ロンドン、東京

調達 累計調達額：$204.7M～
投資家：In-Q-Tel、Fidelity、他 計17社
• Grant 2018年6月：Canadian Governmentから$10M

調達
• Convertible Note 2018年2月：PSP Investmentsか

ら$20M調達
• Convertible Note 2017年5月：PSP Investmentsか

ら$30M調達

チーム • Alan Baratz （CEO）
• Dan Cohrs （CFO）

従業員数 約160人

事業内容 • 世界で初めて量子コンピュータを商業化
• 日本での営業は2016 年から行われている

Source: HP、Crunchbase、文献調査

企業概要 最近の動向

• 2011年のD-Wave One発表以来、性能向上のアップデートを重ねてきた
➢ 2011年：D-Wave One （128量子ビット）
➢ 2013年：D-Wave Two （512量子ビット）
➢ 2015年：D-Wave 2X （1000量子ビット）
➢ 2017年：D-Wave 2000Q （2000量子ビット）

• Googleやハーバード大学等、多くの大手企業や大学等の研究機関に
提供してきた
➢ D-Wave One：ロッキード・マーティンと複数年契約、ハーバード大

学のタンパク質折込構造問題の研究に提供
➢ D-Wave Two：Google、NASA、USRA共同運営であるQuantum

Artificial Intelligence Labで機械学習の活用、高速性能を実証
➢ その他の顧客：Los Alamos National Lab.、UCS、Temporal Defense

Systems等の研究機関に加え、日本ではデンソー、豊田通商、リ
クルートにも提供

• 直近では、2019年12月にNECとのパートナーシップを発表
➢ NECのHPCとD-Waveの量子システムを組み合わせて「ハイブリッ

ドアプリケーションとサービス」の開発を目的としている
➢ NECがD-Waveへ1000万ドル（約10億900万円）を投資する
➢ 2020年1月1日付けでCEOに就任したAlan Baratz氏は、「世界的に

もパイオニアであるNECとのコラボレーションは、商用の量子アプ
リケーション研究における大きな節目だ」と述べた
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社名 IonQ, Inc.

タイプ ハードウェア/システム

カテゴリ ゲート方式（イオントラップ型）

設立 2016年

本社 アメリカ カレッジパーク

拠点 n.a.

調達 累計調達額：$75M～
投資家：New Enterprise Associate、GV、Samsung
Catalyst Fund他 計12社
• Series B 2019年10月：Samsung Catalyst Fundら12

社から計$55M調達
• Series A 2017年7月：GVら3社から計$20M調達

チーム • Peter Chapman （President & CEO）
• Christopher Monroe 

（Co-Founder & Chief Scientist）
• Jungsang Kim （Co-Founder & CSO）

従業員数 ～50人

事業内容 • イオントラップ型汎用量子コンピュータの開発
• 共同創設者のMonroe氏はイオントラップの専門

Source: HP、Crunchbase、文献調査

企業概要 最近の動向

• 2018年12月、世界で最も正確な2台のイオントラップ型量子コンピュー
タを開発したと発表した

➢ イオントラップ型は超伝導型に比して、量子ビットを増やしやすい
としている

• 2019年10月のGoogleによる量子超越性の達成の発表に対し、IonQは

量子超越性に関する議論よりも現在の量子コンピュータの実用化の方
が優先すべき課題であるという見方を示し、11月にはMicrosoftと
AzureQuantumを立ち上げるパートナーシップを発表
➢ AzureQuantumはクラウド経由でIonQの量子コンピュータを販売

するオープンクラウドエコシステム
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社名 PsiQuantum LTD

タイプ ユニーク

カテゴリ フォトニック型

設立 2016年

本社 アメリカ イーストコート

拠点 n.a.

調達 累計調達額：$215M
投資家：Playground Global
• Funding Round 2019年11月：Playground Globalか

ら計$230M調達と発表。その後$215Mに修正

チーム • Jeremy O’Brien （CEO、Founder）

従業員数 ～30人

事業内容 Bristol大学で発見されたシリコン・フォトニック型の
ハードウェアの設計・製造
• CMOS silicon fabで製造可能
• 5年以内の商用化を目指す

Source: HP、Crunchbase、文献調査

企業概要 最近の動向

• シリコンベースのフォトニックアプローチを採用
➢ 設立者かつCEOのO’Brien氏は、彼らのアプローは、低ノイズ、

低温オペレーション、原子スケールの製造を行わない点に優位
性があるとしている

➢ シリコンベースという点でも、量産が可能と考えられている
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社名 Rigetti & Co, Inc.

タイプ 垂直統合

カテゴリ ゲート方式（超電導型）

設立 2013年

本社 アメリカ バークレー

拠点 フリーモントでFab-1製造施設を運営

調達 累計調達額：$190.5M～
投資家：Andreessen Horowitz、Vy Capital、他 計28社
• Series D 2020年3月：Bessemer Venture Partners

から$71M調達
• Series C 2017年12月：Atreamlined Ventures、

Seabed VCから計$50M調達
• Series B 2017年11月：Nimble Ventureから調達
• Series B 2017年5月：7社から計$40M調達

チーム • Chad Rigetti （Founder and CEO）

従業員数 50-200人

事業内容 • ハードウェアの設計・製造からソフト開発まで展開
• クラウド・コンピューティング・プラットフォーム

「Forest」を提供

Source: HP、Crunchbase、LinkedIn、文献調査

企業概要 最近の動向

• 2017年12月に自社開発の量子チップを活用して、世界で初めて量子コ
ンピュータでの機械学習の実行に成功

• X-prize創業者Peter Diamondis氏により、MIT Technology Reviewの50 
smartest companies of 2017にて、GoogleやIBMに続く、量子コンピュー
タ領域のリーダー企業と評される

• 2019年12月2日に発表された量子コンピュータのフルマネージドサービ
ス「Amazon Braket」の量子プログラムを実行可能
➢ Amazon BraketはRigetti Computingの量子ゲート方式の量子コン

ピュータ（超電導量子ビット採用）以外では、IonQの量子ゲート方
式量子コンピュータ（トラップイオンによる量子ビット採用）、D-
Wave Systemsの量子アニーリングマシン（超電導量子ビット採
用）により実行可能

• 2020年3月、Rigettiは$71Mのダウンラウンドでの調達を行ったことが明
らかとなった。
➢ 2019年7月、Rigettiはデータ解析のソフトウェアを開発するスター

トアップのQxBranchを買収し、フルスタック戦略を強化する方針
を示した

➢ ハードウェアの開発は難しく国家予算の引き下げもみられるが、
国家安全保障のために民官の協力が大切だとする指摘もある
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